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◎特集「食」でつながる。「食」が変わる。
冬の食彩ミュージアム
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↑三島版バイキング料理を作った調理スタッフの皆さん

◎特集

「食」でつながる。「食」が変わる。
冬の食彩ミュージアム

　

私
た
ち
は
、
ス
ー
パ
ー
に
行
け

ば
、
肉
で
も
野
菜
で
も
、
様
々
な

食
品
を
い
つ
で
も
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
最
近
、
食

品
偽
装
や
薬
物
混
入
な
ど
の
事
件

が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、
食

品
に
対
す
る
信
用
が
揺
ら
い
で
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
毎
日
の
食
生

活
に
つ
い
て
、
家
族
の
健
康
に
つ

い
て
、
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
食
」
は
、
今
や
地
域
社
会
の

最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
冬
の
食
彩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

は
、
一
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

の
二
日
間
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び

こ
で
開
催
さ
れ
、
約
五
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
※
三
島
町
エ
コ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

主
催
。
講
師
に
は
、
熊
本
県
人
吉

市
で
家
庭
料
理
の
店
を
営
む
本
田

節
さ
ん
を
招
き
、
町
内
の
女
性
の

皆
さ
ん
十
一
名
が
調
理
ス
タ
ッ
フ

と
な
っ
て
、
地
域
の
食
文
化
を
活

か
し
た
三
島
版
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
事
に
先
立
ち
「
前
菜

カ
フ
ェ
」
と
名
付
け
て
、
五
十
嵐

乃
里
枝
さ
ん（
大
谷
）が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
本
田
節
さ
ん

の
講
話
も
交
え
な
が
ら
、
食
生
活

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

※三島町エコ・ミュージアムプロジェクト
　町民及び町職員からメンバーを公募した新しい形
のグループ。住民参加と地域資源の活用を基本とす
るエコ・ミュージアムの考え方をもとに、農山村の
暮らしを見つめる様々な学びの場を創出し、未来へ
と続く豊かな暮らしづくりを応援します。
問 役場 産業建設課 産業係　℡４８-５５３３
http://www.town.mishima.fukushima.jp/eco/

　
「
三
島
に
一
日
限
定
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
！
」

と
い
う
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た

「
冬
の
食
彩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
き
っ
か
け
は
、

昨
年
十
月
に
同
じ
く
本
田
節
さ
ん

を
招
い
て
行
わ
れ
た
※
創
作
料
理

教
室
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
が
、

　
「
子
ど
も
た
ち
や
町
の
人
た
ち

に
、
安
全
で
栄
養
の
あ
る
も
の
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
地
元
に
野

菜
が
こ
ん
な
に
あ
る
の
に
、
活
か

さ
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。」

と
共
感
し
合
い
、
自
分
た
ち
で
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
、
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
と
し
て
の
新
た
な

可
能
性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
全

国
各
地
で
、
地
域
の
食
文
化
を
活

か
し
た
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
た
ち
も

何
か
で
き
な
い
か
と
。
そ
ん
な
想

い
が
重
な
り
、
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

と
共
に
動
き
出
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
作
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

は
、「
三
島
地
鶏
の
山や

ま

美び

呼こ

汁
」
や

「
山
の
幸
お
こ
わ
」、「
鶏
皮
の
ぱ

り
ぱ
り
大
根
サ
ラ
ダ
」
な
ど
十
五

品
。
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
野

菜
な
ど
地
元
の
食
材
だ
け
で
、
百

人
分
は
あ
り
そ
う
な
バ
イ
キ
ン
グ

料
理
が
で
き
あ
が
り
、
味
も
大
好

評
。
暮
ら
し
の
中
の
食
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
、
改
め
て
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

子どもたちや町の人たちに
安全なものを食べてもらいたい
地元の野菜を食べてもらいたい
そんな想いから…

◎特集「食」でつながる。「食」が変わる。
冬の食彩ミュージアム

　

ま
た
、
た
だ
料
理
を
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
ふ
だ
ん
の
食
生
活
を

考
え
る
場
と
し
て
「
前
菜
カ
フ
ェ
」

を
実
施
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
五
十
嵐
乃
里
枝
さ
ん
が
、

　
「
た
と
え
ば
、
九
十
八
円
の
ア

メ
リ
カ
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
、
百

七
十
八
円
の
福
島
県
産
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
。
あ
な
た
は
ど
ち
ら
を
買
い

ま
す
か
？
」

な
ど
と
問
い
か
け
な
が
ら
進
行
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
福
島
県

産
を
買
う
と
い
う
方
も
い
れ
ば
、

迷
わ
ず
安
い
ア
メ
リ
カ
産
と
い
う

方
も
。

　

講
師
の
本
田
節
さ
ん
は
、

　
「
外
国
か
ら
日
本
に
来
る
ま
で

に
何
日
も
か
か
っ
て
い
る
野
菜
が
、

青
々
と
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い

で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
農
薬
の
せ
い

で
す
。
栄
養
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
百
円
や
二
百
円
高
く
て
も
、
安

全
な
地
元
産
の
ほ
う
が
い
い
。
地

元
の
お
母
さ
ん
方
が
作
っ
て
い
る

野
菜
は
、
栄
養
が
豊
富
で
と
て
も

安
全
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
、
家
庭
の
台
所
を
守
っ
て
い

る
女
性
た
ち
が
意
識
し
、
ま
わ
り

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

と
話
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

輸
入
食
品
に
頼
っ
て
い
る
危
う
い

現
状
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

↓大好評だった三島版バイキング料理

日本の危うい食事情
もっと安全、栄養を考えて…

※このイベントは、東北電力の地域づ
くり支援制度「まちづくり元気塾」
の補助を受けて開催されました。

調理スタッフ
森　田　喜美代さん（川　井）
海老名　陽　子さん（桧　原）
鈴　木　昌　江さん（桧　原）
齋　藤　真　弓さん（大　谷）
渡　辺　幸　子さん（大石田）
坂　内　アイ子さん（宮　下）
栗　城　博　子さん（宮　下）
真　田　多恵子さん（宮　下）
角　田　文　子さん（宮　下）
小　林　有　子さん（中　平）
萩　野　則　子さん（荒屋敷）
講師
本　田　　　節さん（熊本県）
コーディネーター
五十嵐　乃里枝さん（大　谷）
スタッフ
三島町エコ･ミュージアム
プロジェクトメンバー

※創作料理教室
広報みしま 昨年10月号
８ページに掲載
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地域の食文化から生まれた美味しさ

三島版バイキングレシピ
◎特集「食」でつながる。「食」が変わる。

冬の食彩ミュージアム

　毎日の献立のマンネリ化や、食事バランスに悩んでいる方も多いのではないでしょ
うか。また、食の安全を脅かす事件が報道されるたびに、私たちが食べているものは
大丈夫だろうか、子どもたちが口にするものが安全だろうかと心配してしまいます。
　｢冬の食彩ミュージアム」で作られたバイキング料理は、地元の安全な食材を使い、
家庭料理の知恵と工夫から生まれました。栄養バランスも非常に良いメニューです。
さあ、あなたはまずどれを作りますか。ご家族でぜひ食べてみてください。

三島地鶏の山
やま

美
び

呼
こ

汁
山菜のとも和え

●材料/地鶏のガラ・地鶏のもも肉・大根・にんじん・ごぼう・し
いたけ・長ねぎ・豆腐●調味料/薄口しょうゆ・塩・みりん・砂糖
●作り方/大根・にんじん・ごぼうは、一口大の乱切りにする。
しいたけ・長ねぎは厚めのせん切りに。ガラでだしを取ったら、
もも肉、野菜を生のまま入れて、柔らかくなるまで煮込み、
みりん・砂糖少々と薄口しょうゆと塩で味付けする。豆腐と長
ねぎを最後に入れてできあがり。●いただく時に柚子こしょ
うを少し入れると、高級料亭の味に！

●材料/ぜんまい・わらび・たくあん・
じゃがいも・里芋●調味料/味噌･砂
糖・すりごま又はじゅうねん●作り方
/じゃがいもと里芋は一緒に煮てつぶ
し、味噌・砂糖・すりごま又はじゅう
ねんで味を調え、和え衣を作る。下
ごしらえしたぜんまい・わらび、たく
あんのせん切りと共に和える。

鶏
皮
の
ぱ
り
ぱ
り
大
根
サ
ラ
ダ

地鶏そぼろの芋いもコロッケ

●材料/大根・にんじん・水菜・コーン（冷
凍でも可）・地鶏の皮・じゃがいも●ドレッ
シング/梅肉・酢・酒・みりん・砂糖・だし汁
（又は水）●作り方/大根・にんじんは、
4㎝程のせん切りにする。水菜も4㎝程
の長さに切る。歯ごたえを残すために塩
はふらない。鶏皮は、しょうゆ・酒・おろ
しにんにくに漬け込み、小麦粉をまぶし
て油でかりっと揚げる。これを細かく刻
み、野菜を盛った上にトッピングする。
小ぶりのじゃがいもを薄切りにし、高温
で揚げてまわりに盛り付ける。ドレッシ
ングは、梅肉を包丁で細かく叩き、酢・
酒・みりんと共にミキサーにかけ、だし
汁か水で味を調整する。

●材料/地鶏のひき肉・じゃがいも・里芋・玉ねぎ・牛乳●調
味料/塩・こしょう・しょうゆ・砂糖・辛子味噌・パン粉●作り
方/じゃがいもと里芋（1：1の割合）は皮をむいて大きさ
をそろえ、同じ鍋でいっしょに茹でる。柔らかく煮えたら
お湯を切り、つぶす。パン粉を適量加え、丸めやすいよう
に水分を調整する。地鶏のひき肉と玉ねぎのみじん切りを
炒めて、甘辛く味をつけ、鶏そぼろを作る。てのひらに潰
した芋を乗せ、真中に鶏そぼろを置いて、包み込むように
形を整える。パン粉を全体にまぶし、高温の油で揚げる。

薬
膳
豆
カ
レ
ー

●材料/ささぎ豆・玉ねぎ・にんにく・しょうが・トマト（水煮
缶でも可）・鶏ひき肉●調味料/クミンシード・コリアンダー
（粉）・ターメリック（粉）・ガラムマサラ（粉）・塩・サラダ油●
作り方/ささぎ豆は一晩水に浸し､指でつぶれるくらいに茹
でる。鍋に油を多めに入れ、クミンシード・にんにく・しょ
うが（みじん切り）を入れて炒める。香りが出たところで玉
ねぎ（みじん切り）を入れ、あめ色になるまで炒め、しんな
りしたところでターメリックを入れる。トマト（ざく切り）を
加え、火が通るまで炒め、コリアンダーを混ぜて炒め合わ
せる。そこにひき肉を入れ、火が通ったら茹でておいたさ
さぎ豆を入れて煮込む。塩とガラムマサラで味を調整する。

天然酵母のナン

●材料（２枚分）/国産強力小麦粉
250g・パンの元種125g・砂糖6g・塩
4g・水155g●作り方/小麦粉・砂糖・
塩は正確に量り、水と混ぜ合わせる。
水の量は状態を見ながら加減する。
パンの元種を加え、なめらかになる
までこねる。こねあがったら丸くま
とめ、一次発酵させる。2～2.5倍程
にふくらんだら4分の1に分割し、
丸め直して10～15分休ませる。打
ち粉を振り、めん棒で平にのばし、
オーブンで200～210℃で焼く。

山の幸おこわ
●材料/もち米・ごぼう・にんじん・しいたけ・地鶏のひき肉・
わらび・きのこ類●調味料/しょうゆ・塩・みりん・砂糖・酒・
サラダ油●作り方/ごぼうとにんじんは、ささがきにする。
しいたけはせん切り。具材をサラダ油で炒め、濃いめに味
付けし汁を多めにする。蒸したもち米の上に具材を乗せて
汁もかけ、さらに15～20分程度蒸す。蒸しあがったらボー
ルの中で混ぜ合わせ、保温ジャーに入れて蒸らす。

冬
の
い
ろ
ど
り
ヘ
ル
シ
ー
サ
ラ
ダ

●材料/ごぼう・にんじん・水菜・コーン
（冷凍でも可）・打ち豆・ベーコン又は
ハム●調味料/マヨネーズ・酢・砂糖・
白ごま●作り方/ごぼうは4cmぐらい
の長さで極細い千切りにし、酢水で
湯がく（酢水を使うことで､色が白く
仕上がる）。にんじん・水菜も4cmく
らいの長さでせん切りにする。打ち
豆は湯がく。マヨネーズ・酢・砂糖・白
ごまと共に混ぜ合わせる。
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●
取
材
を
終
え
て

Special interview

　私は、熊本県人吉市で、地域のお母さん方と共に
家庭料理のレストラン「ひまわり亭」を経営してい
ます。60歳以上のお母さんたちが集まって、宅配弁
当を作り始めたのがスタートでした。あのお母ちゃ
んはお味噌作りが上手。あのお母ちゃんはお漬物が
上手・・・みんなが集まって大きな力となり、資金
を出し合ってレストランを始めたのです。今年で10
年目ですが、宅配弁当は毎日作り、レストランには
年間 5万人のお客様が来るようになりました。10年
前は、「こんな所に人が来るかよ」と言われていた
地域でしたが、先を心配しても何も始まらないので
す。自分たちで出資してリスクを負ったからこそ、
生涯現役を合言葉に今までがんばることができ、年
金以外の収入にもつながっています。
　みんなが共通して考えることは「健康」。高齢化
の中で財政を圧迫していくのは、生活習慣病による
医療費です。だから「健康」と「食育」をテーマに、
食生活を見直し、人を育てることが必要です。私も
3人の子供を育て、両親の介護もしながら、暮らし
の中で自分の役割は何なのか考え、「食」を通じた
地域貢献を目指してきました。
　今、子どもの高血圧や糖尿などの生活習慣病が問
題になっています。家庭の台所を守っている女性た
ちが、意識を高めていくことが必要です。お子さん
のお弁当や家庭での食事では、赤、緑、黄色など、
彩を心がければ自然と栄養バランスがよくなります。
毎日完璧に手作りするのは大変ですから、買ってき
たものでも、少し手を加えて彩を与える工夫をして
ほしいと思います。
　今回、地元の皆さんと一緒に厨房に入って料理を
しましたが、チームワークは既にすばらしいもので
す。そして、皆さんが持ち寄った食材もすばらしい。
この地域では当たり前の野菜や山菜が、よそ者には
宝物に見えるのです。よそから移住した方々には、
その地域の良さがよく分かるということがあります。
三島町に移住してこられた方々からも、この町が大
好きだという想いが聞けて感動しました。もっと
もっと地域のことを自慢し合い、前向きに挑戦して
ほしいと思います。
　バイキングで一番人気だったのは、「三島地鶏の
山
やま

美
び

呼
こ

汁」でした。‘お～い’ と呼んだら ‘お～い’
と返ってくる山びこのように、みんなが共感し合っ
てつながれば、町が動き出します。今年を「山

やま

美
び

呼
こ

元年」として、三島の食文化を活かした新たなネッ
トワークによって、元気な地域づくりが展開される
ことを期待しております。

テーマは「健康」と「食育」
みんながつながって
元気な地域づくりを

本 田 節 さん
ほんだ　せつ　　熊本県人吉市

　郷土の家庭料理の店「ひまわり亭」代表
取締役。熊本県地域づくり推進協議会理
事。食・農業・健康をテーマに、「起業お
こしアドバイザー」として全国各地で活躍
されている。著書に「山北幸物語」

　三島町では、昭和49年から「ふるさと運動」を展開されてきました。
住民の皆さんもそれぞれ様々な活動しておられると思います。現在、
60、70歳になられるリーダーは、今もがんばっておられます。がんばっ
ているけれども、すでにそれが当たり前になってしまって、外から見
てもあまり変わっていないように見えるわけです。
　ところが今回、新しい動きが始まりました。これまで行政主導で行
われてきた三島町のまちづくりに加えて、住民が中心となるまちづく
りが始まったのです。地域の「食」というテーマを通して、今までま
ちづくりには比較的関心の薄かった女性たちが動き始めてくれた。そ
のような動きが住民から湧き起こり、この「冬の食彩ミュージアム」
が実現しました。
　「エコ・ミュージアムって何だ？」という話の中で、「一人一人が前
向きに生きること」という言葉が住民の中から出たとき、これはすご
いと感動しました。分かりにくかったエコ・ミュージアムという言葉
が、町民の言葉として語られたからです。今日、このイベントに参加
していただいて、「美味しかったね。よかったね。」で終わってしまっ
ては、あまり意味がありません。今回、皆さんがそれぞれ得たものを
家庭に持ち帰り、今までの暮らし方を少しずつ変えてみることから、
家族の新しい食生活、さらには新しいまちづくりが始まると思います。
　今後、皆さん一人一人が変わっていくことで、大きな力が生まれ、
新しいまちづくりへとつながります。その第一歩が、まさに今日、踏
み出されたと感じています。

一人一人が少しずつ変わることで
大きな力が生まれる

橋 立 達 夫 先生
はしだて　たつお

　東北電力「まちづくり元気塾」ま
ちづくりパートナー。国土交通省地
域振興アドバイザー。栃木県茂木町
農林課ふれあいの郷づくり事業アド
バイザー。著書に「住民主体の地域
づくり」等

作新学院大学　総合政策学部
教授

▼
「
冬
の
食
彩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、

東
北
電
力
の
支
援
制
度
「
ま
ち
づ
く
り

元
気
塾
」
の
第
三
回
目
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
橋
立
達
夫
先
生
に
全

体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
、

一
回
目
は
栃
木
県
茂
木
町
の
田
村
幸
夫

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
堆
肥
づ
く
り
を

基
盤
と
し
た
農
業
や
竹
林
整
備
な
ど
に

よ
る
都
市
住
民
と
の
交
流
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
わ
れ
、
二
・
三
回
目
は
本
田
節

さ
ん
を
招
き
、
地
域
の
「
食
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
▼
今
回
の

三
島
版
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
は
、
こ
れ
で

レ
ス
ト
ラ
ン
を
や
れ
ば
五
千
円
ぐ
ら
い

と
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で

し
た
。
そ
の
ぐ
ら
い
美
味
し
い
地
域
の

味
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
調
理
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
こ
ん
な
に
楽
し
い
な
ら
毎
日
や
っ
て

い
た
い
く
ら
い
。」
と
い
う
声
。
こ
の

試
み
を
次
の
展
開
に
つ
な
げ
よ
う
と
話

し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
当
た
り
前
で

す
が
、
私
た
ち
は
毎
日
食
べ
て
生
き
て

い
ま
す
。
食
に
対
す
る
不
安
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
自
分
の
口
に
入

る
食
べ
物
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
た
も
の
か
真
剣
に
問
い
直
す
と
共

に
、
安
全
で
栄
養
の
あ
る
食
べ
物
が
身

近
に
あ
る
こ
と
に
、
気
づ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
特
集　
「
食
」
で
つ
な
が
る
。

「
食
」
が
変
わ
る
。　
　

終
わ
り

◎特集「食」でつながる。「食」が変わる。
冬の食彩ミュージアム

Interview お子さんと一緒に参加された方

小柴奈穂美さん（西方）
　食べ物の安全、栄養についてのお話を聞いて、「知らないって怖い
な」と思いました。このような機会に参加しなければ分からなかった
こともあり、参加して本当によかったです。
酒井　　文さん（西方）
　今までどちらかというと私は関係ないと思っていたのですが、今回
参加してみて、「食」をテーマにこのような活動が行われていることを
知り、自分ももっと考えていきたいと思いました。
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自
治
功
労
表
彰

↑自治功労表彰を受けた方々（前列左から、三島中学校長 寺木誠伸様・栗城昭吉様・
長谷川一雄様・久保田節子様・三島小学校長 岡村三夫様　後列左から、小島純様・
五十嵐育壽様・二瓶義徳様・角田一郎様）

　

自
治
功
労
表
彰
式
は
、
一
月
四

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
別
功
労
表
彰

長
谷
川　

一　

雄
様
（
桑
原
）　

三
島
町
教
育
長

○
功
労
表
彰

久
保
田　

節　

子
様
（
間
方
）　

工
芸
振
興
に
貢
献

小　

島　
　
　

純
様
（
宮
下
）　

消
防
団
員

角　

田　

一　

郎
様
（
早
戸
）　

消
防
団
員

五
十
嵐　
　
　

実
様
（
大
谷
）　

消
防
団
員

五
十
嵐　

育　

壽
様
（
大
登
）　

消
防
団
員

二　

瓶　

義　

徳
様
（
間
方
）　

消
防
団
員

○
顕
彰
表
彰

三
島
小
学
校

「
よ
い
歯
の
学
校
」
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

三
島
中
学
校

毎
日
カ
ッ
プ
「
中
学
校
体
力
づ
く
り
」
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
優
良
校

○
感
謝
表
彰

栗　

城　

昭　

吉
様
（
宮
下
）

三
島
小
学
校
の
「
よ
い
歯
の
学
校
」
表
彰
に
貢
献

町
へ
多
額
の
寄
付

長谷川一雄さん　任期満了により教育長を退任
　長谷川一雄さんは、町役場を退職後、平成15年12月21日か
ら三島町教育長を務めてこられ、昨年12月20日、 1期 4年の
任期満了により退任されました。長谷川さんは退任式のあい
さつで、「年々歳々花相似 年々歳々人不同」という禅語を引
用し、「花は毎年同じように咲くが、人はそのようにはいかな
い。後回しにせず仕事をこなすことを心がけてほしい。」と後
輩の職員たちに話されました。役場奉職以来、長年町のため
にご尽力され、堅実な人柄で職員をリードしてきた長谷川さ
ん、本当にありがとうございました。↑退任式後、職員に見送られる長谷川一雄さん

農家の皆さんへのお知らせ

新しい生産調整の仕組みが加わります
地域水田農業活性化緊急対策実施

　平成19年産よりも生産調整（転作）面積を拡大する場合に、その拡大部分について、
一時金が交付されます。
○地域水田協議会と 5年契約（非主食用米は 3年）を締結します。
○10アール当たり 5万円（平成19年産目標を達成している方）
○10アール当たり 3万円（平成19年産目標を達成していない方）
○平成20年産以降の生産調整100％実施が条件です。
○米の集荷円滑化対策に加入すれば、産地づくり交付金も交付されます。

申込期限　2月22日（金）
問 ＪＡ会津みどり 三島総合支店 営農経済課　℡５２－２２５７
役場 産業建設課 産業係　　　　　　　　　℡４８－５５３３

平成20年度 会津大学短期大学部
科目等履修生及び研究生募集
履修又は
研究内容

産業情報（経営・デザイン）
食物栄養・社会福祉
教養基礎に関する科目又は内容

履修期間
研究期間

半年又は 1年（履修科目による）
1年以内（研究生）

募集人員 若干名

受付期間 平成20年 3月 3日（月）～ 7日（金）
※ 7日の消印有効

選考日時
（科目等履修生）

平成20年 3月11日（火）
午前10時から

選考方法 書類審査・面接（科目等履修生）
書類審査（研究生）

↑齋藤茂樹町長より委嘱状を受ける馬場孝枝さん

教育委員に馬場孝枝さん
　三島町の教育委員に馬場孝枝さん（大登）が
委嘱され、齋藤茂樹町長より委嘱状が手渡され
ました。子どもたちの教育の発展のために、よ
ろしくお願いします。

問 〒965－8570（住所不要）
会津大学短期大学部 事務グループ

℡０２４２－３７－２３０１

ドクターヘリ運航開始
　福島県立医科大学附属病院の救命救急センター
開設と共に、 1月28日からドクターヘリの運航が
開始されました。ドクターヘリは、救急現場に直
ちに医師や看護師を派遣し、重篤な患者の治療を
いち早く行うと共に、救急専用の医療機器を装備
した機内で治療を行いながら医療機関へ短時間で
搬送できるので、救命率の向上や後遺症の軽減が
図られます。ドクターヘリの円滑な運航のために、
皆さんのご協力をお願いいたします。

○運航日時　毎日　8：30～17：00
○出動要請　消防機関からの要請により出動しま

す。一般の方から直接要請すること
はできません。

○離 着 陸　原則、ヘリポートとして指定された
公園や運動場などに着陸します。三
島町では町民運動場になります。

問 福島県保健福祉部　　　　　℡ 024－521－7221
福島県立医科大学附属病院　℡ 024－547－1821
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題話の町広報誌に載っている写真は希望者に差し上げますのでご連絡
ください。●役場 総務課 企画財政係　℡ ４８－５５１５Topics

老人クラブは輪投げブーム！？
公式輪投げ講習会に60名参加

　最近、町内の老人クラブの皆さんの間で、｢輪投げ｣がちょっとしたブームのようです。これは、
ルールに基づいて得点を競う｢公式輪投げ｣。三島町老人クラブ連合会の健康づくり事業として行わ
れたもので、 2月 6日に町民センターで行われた講習会には60名もの方々が参加。得点の数え方や
基本のルールを学びながら、和気あいあいと練習しました。輪投げの的には 9本の棒があり、縦・
横・斜めに3つ並んで入れば30点、 9本すべてに入れば300点満点。参加した皆さんは高得点を目指
し、何度も挑戦して楽しみました。

↑公式輪投げを楽しむ老人クラブの皆さん

↑奥会津案内人講座受講者とスタッフの皆さん

８名の受講者が修了
奥会津案内人講座

　今年度初めて実施された「奥会津案内人講
座」は、全 5回65時間のカリキュラムが行わ
れ、受講者 8名全員が無事修了しました。こ
の講座は、三島町エコ・ミュージアムプロジェ
クトの主催で、奥会津の魅力を再発見し、様々
な体験プログラムをコーディネートできる人
材の育成を目的に行われました。修了した皆
さんは、 2月23日（土）に町民センターで開催
される「み～っけた。私のみしま。」と題し
た報告会で企画提案を行う予定です。

↑「福島遺産百選」認定証を手にする
高清水区長の横田源一さん

高清水の「ひな流し」が
「福島遺産百選」に認定

　高清水地区で毎年 3月 4日に行われる行事「ひな流
し」が、福島民友新聞社が認定する「福島遺産百選」
に選ばれ、 2月 1日、同社より高清水区長の横田源一
さんに認定証が手渡されました。この認定は、ふるさ
との宝を全国に発信し、地域の活性化につなげるため
に行われたもので、県内60市町村の120件が認定され
ました。
　「ひな流し」は、女性の幸福や家内安全を願って、
和紙で作ったひな人形を只見川に流す行事で、県の重
要無形民俗文化財にも指定されています。横田源一さ
んは、「高清水地区のみんなが力を合わせて受け継い
できました。お雛様も伝統的な形のものが受け継がれ
ており、今では多くの写真家も訪れています。これか
らも地区の皆さんと共に、伝統を守っていきたいと思
います。」と話されました。

小正月行事「だんごさし」
三島小学校で地域文化学習

　 1月10日、三島小学校で豊作や家内安全を願う
小正月の年中行事「だんごさし」が行われました。
三島小学校では、地域の生活文化を学習するため
に毎年行われています。児童の皆さんは、地元の
方に習いながら団子を作り、校舎内に立てた「み
ずのき」に色とりどりの団子をさしました。
　また、 5・ 6年生を対象に、三島町文化財専門
員の角田伊一さん（川井）による講話が行われ、
小正月の行事にまつわるお話を聞き、児童の皆さ
んはメモを取りながら学びました。

↑「だんござし」を行った三島小学校児童の皆さん

今年１年の交通事故ゼロを祈願
三島町交通安全合同祈願祭

　 1月31日、三島町交通安全合同祈願祭が三島神
社で行われました。約20名が参加してご祈祷が行
われ、渡部重記 副町長、秦兵輔 会津坂下地区交
通安全協会三島分会長、横山秀秋 会津坂下警察
署長、中木秀夫 宮下土木事務所総務課長、小柴
修一 議会議長、佐藤直美 三島町交通安全母の会
長、小松寅一郎 三島町シルバー交通安全推進隊
長が、玉ぐしをささげました。三島町では、 1月
31日現在、交通死亡事故ゼロが1, 329日続いてい
ます。

↑三島神社で行われた三島町交通安全合同祈願祭
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三島町内街頭犯罪等発生状況（１月）
区　　分 管　内 三島町

空き巣ねらい
忍 込 み
事 務 所 荒 し
出 店 荒 し
自 動 車 盗 1
オートバイ盗
自 転 車 盗
自販機ねらい
車 上 ね ら い 1
街 頭 犯 罪 計 2 0
全 刑 法 犯 6 0

　三島町では１月中、犯罪は発生しませんで
した。平成19年中の会津坂下署管内の犯罪発
生件数は141件で、前年より36件減少しまし
た。しかし、万引きや自転車盗などの身近な
犯罪や、事務所荒しや出店荒しなどは増加傾
向にあります。施錠などの防犯対策の徹底を
お願いします。

みんなで健康づくり《教室・健診の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係　℡４８-５５６５

心の健康相談
2月19日（火） 13：30~　福寿草

足腰げんき教室
○室内運動編
2月20日（水）13：30～　町民センター
○水中運動編
2月28日（木）13：00～　河東学園コミュニティプール

ＹＹサークル
2月22日（金）10：00～　金山町ゆうゆう館

スッキリサラサラフォローアップ教室
2月24日（日）10：30～　町民センター

スッキリサラサラ夜のフォローアップ教室
2月29日（金）18：30～　町民センター

からだげんき運動教室
3月 4日（火）13：30～
町民センター

これからの行事予定
2月21日（木）
10：00～　三島保育所親子そり乗り大会

（町営スキー場）
2月23日（土）
9：30～　第14回すってんコロリンピック

（町営スキー場）
13：30～　み～っけた。私のみしま。

三島町エコ・ミュージアムプロジェクト
活動報告会・プレゼン大会（町民センター）

2月27日（水）
10：00～　ワンダークラブ（町民センター）
3月 2日（日）
9：00～　スキーバッジテスト（町営スキー場）

3月 3日（月）
10：00～　ワンダークラブ（三島保育所）
3月 4日（火）
13：00～　伝統行事「ひな流し」（高清水地区）

春季全国火災予防運動
３月１日～３月７日

「火は見てるあなたが離れるその時を」
あなたの命と財産を守るために

①寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。
②子供にはマッチやライターで遊ばせない。
③風の強い時はたき火をしない。
④天ぷらを揚げるときはその場を離れない。
⑤家のまわりに燃えやすいものを置かない。
⑥風呂の空焚きをしない。
⑦ストーブには燃えやすいものを近づけない。

住宅防災機器を活用しましょう

三島町老人クラブ連合会の
「健康づくり事業」の予定

スポーツ民踊教室
○場所　町民センター　　○時間　13：30～
○月日　 2月18日（月）　 2月25日（月）

3月 3日（月）　 3月10日（月）
健康増進のための料理講習会
○時間　9：30～13：00
○月日及び場所
2月16日（土）　西方ふるさとセンター
2月20日（水）　大登生活改善センター
2月28日（木）　大石田生活改善センター
2月28日（木）　名入集会所
3月 5日（水）　大谷活性化センター
3月 7日（金）　高清水集会所
3月10日（月）　間方集会所

※これらの行事には、老人クラブ会員でなくて
も、満60歳以上の方は参加できます。

●住宅用火災警報器
平成23年から設置が
義務化されます。

●住宅用消火器
おなじみの消火器は
初期消火に有効です。

会津坂下消防署
三島出張所
℡５２－３０３２

住民基本台帳の一部の写しの
閲覧に関する公表について

　住民基本台帳法第11条第 3項及び第11条の 2第
12項並びに住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び
住民票の写し等の交付に関する法令第 3条の規定
に基づき、住民基本台帳の閲覧を申し出た者につ
いて、次のとおり公表します。
対象期間：平成18年11月 1日～平成19年10月31日
請求機関の名称 防衛省
閲 覧 年 月 日 平成19年10月18日（木）
請 求 事 由 自衛官の募集事務のため

閲覧に係る住民の範囲
・平成 2年 4月 2日～平成 3年 4月 1日生まれの男女
・平成 4年 4月 2日～平成 5年 4月 1日生まれの男子

問 役場 町民課 町民生活係　℡４８－５５２２

《社会福祉協議会より》
生きがいデイサービス
「サロン事業」の予定

高清水・小山いきいきサロン
2月19日（火）10：00～　高清水集会所
西方はつらつ元気塾
2月21日（木）10：00～　西方ふるさとセンター
桧原はつらつクラブ
3月 4日（火）10：00～　桧原多目的集会所
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ご寄付ありがとうございました
国際ソロプチミストばんげ様より

　 1月30日、国際ソ
ロプチミストばんげ
様より教育振興のた
めに現金をご寄付い
ただきました。国際
ソロプチミストは女
性の世界的組織で、
人権と女性の地位を
高める活動をしてい
る奉仕団体です。

↑齋藤町長に寄付金を手渡す
国際ソロプチミストばんげ
会長 佐竹和代さん（右）

ご寄付ありがとうございました
社会福祉協議会へのご寄付

渡　部　敏　男 様（大　登）
五十嵐　廣　一 様（桧　原）
片　山　祐　一 様（桧　原）
目　黒　忠　昭 様（滝　谷）
五十嵐　富　一 様（大　谷）
舟　木　政　一 様（間　方）
田　中　勘　吉 様（西　方）
小　柴　修　一 様（西　方）
五十嵐　トミ子 様（西　方）
二　瓶　一　男 様（西　方）
飯　塚　　　勲 様（大石田）
秦　　　長　喜 様（大石田）

ご遺志によるもの

会津坂下警察署からのお知らせ
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人口と世帯 ２月１日現在（住民基本台帳）
人　口　2,206人（-6） 人の動き　出生 2人
（男）　 1,037人（-2）　　　　　　　死亡 5人
（女）　 1,169人（-4）　　　　　　　転入 0人
世帯数　876世帯（±0）　　　　　　　転出 3人

発行日　平成20年2月15日
編　集　三島町役場 総務課 企画財政係

福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350
℡ 0241-48-5515

ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp
印　刷　株式会社アポロ

広報 2月号 №179

　第53回福島県市町村広報コンクールにおいて、
「広報みしま」昨年10月号が入選という評価をい
ただきました。これも、広報に対する町民の皆さ
んのご協力によるものと感謝申し上げます。
　「広報みしま」は、町民の皆さんにとって一番
の情報源であると考えています。また、各方面へ
の発信にもつながり、資料としても後々まで残り
ます。「誰のための広報なのか？何のための広報
なのか？」ということを常に問いながら、皆さん
に親しまれ、必要とされる広報誌を目指していま
す。皆さんの暮らしの中に、手の届くところに、
いつも「広報みしま」があることを願って、これ
からも努力していきたいと思います。

「広報みしま」は環境にやさしい
大豆インクを使用しています。

編集後記

桧原地区で
冬季防火訓練実施
　 1月20日、会津坂下消防
署三島出張所の指導のも
と、桧原地区で防火訓練が
実施され、放水訓練や消火
器の訓練などを行い、消防
技術の向上を図りました。


